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７．１１．４ 国民の主食である米の価格を統制することを求める意見書の提出に関する陳情 

 

趣旨 

令和 7年度も米の価格の高騰は収まらない、国民の生活を守るため、国に対し

国民の主食である米の価格を統制することを求める意見書の提出をお願いする。 

 

理由 

令和５年度版防衛白書によると、令和５年度から５年間で必要な防衛費は約 43

兆円程度と増額され、国内総生産１％から２％を目安とされている。 

このように、防衛費は増額している。食糧安全保障の観点から、国民の主食で

ある米の価格を統制し、米農家の所得の安定を図るべきで、米の価格を統制によ

る費用は、食糧安全保障の見地による防衛費から支出すべきである。 

また、令和５年度の食糧、農業、農村白書によれと、自営農業に従事者する基

幹的農業従事者は平成 12年度 240 万人から令和５には約 116 万人まで減少し、う

ち 65歳以上は 82 万人、基幹的農業従事者の平均年齢 68.7 歳、10 年後の平均年齢

は約 80歳となり、このままでは日本の農業は消滅する。 

よって、下記事項を陳情する 

 

記 

茨城県議会において、国に国民の主食である米の価格を統制することを求める

意見書を国に提出すること。 

 

社会の歪を鋭く追及 政策

提言する世直し集団「一輪

のバラの会」代表 加藤 克

助 

営業戦略

農林水産 

 


